


十七歳という時代の
“不幸”
讐—→七歳！あなたはしあわせていなけれ

ばならない――-

●これはフランスの詩人ジャン＝アルチュール・

ランボーの詩の一節だ。私は彼の詩を熱烈

に愛する者の一人だが、それを誰かに話すこと

は1よとんどない。彼の名を知る人は多いが、彼

の詩を愛する人は：：：く少数しかいないというの

がその理由だ。彼の詩は、痛くて、強く、そして

美しい。私が思うに、思春期というものを表現

する時、ランボーの詩以上に相応しいものは

滅多にないだろう。十七歳がいちばん美しい年

令になってくれない悲しみが、ランボーの詩か

らは伝わってくる。

●“十七歳”という時代は、むしろ不幸てある。

それまて見える全ての景色をヴェールのように

覆っていた憧れや理想が、 1どろばろと脆く崩

れ始め、その陰から覗ける暗い枇界を初めて

Hにする時代だからだ。勿論、ここていう十七

歳というのは具体的な年令を指すのてはなく

て、もっと広い意味としての思春期を指している

のだと思って欲しい。固く信じていたものが、本

当は全く違ったものだったとわかった時、そこに

は絶望とはもっと違う一一とても冷たい冷気が

心に入り込んて一瞬びっくりする程ヒャリとし

たかと思うと、突然妙に冷静に構えて目を細め

ながら、「ああ、やっぱりそうだったんだな」と冷

めた n調て唾を吐くようなー一そう、これが絶

望なんかよりもうんとたちの悪い“虚無”てある。

人は思春期になって初めて虚無の存在を、身

を持って知るのてはないだろうか。理想や憧

れを否定したくなくても、そうしなければ前に進

めないことへの痛み。それを知る時代を不幸と

言わずに何と言うのか。

痛みを背負う
美しりA
響『いちばん美しい年令（とし）』一一この映画

は痛い映画てある。多感な若者たちの最も醜

く、だが決して否定てきない姿がそこにある。

少女はコンプレックスに悩み、少年はエゴイ

ズムて自分を穏すことに必死になっている。彼

らは未来からHを離すことが許されないから、

逃げ道を探すかわりに救いを求めて、傷だらけ

の体を引きずっているのだ。

讐私はいま、卜八歳を生きているから、こういう

思春期の痛みをリアルクイムて感じている。私

は勉強がてきないし、うまく歌も歌えない。人より

美しいわけてもないし、運動もてきない。明るくも

なければ、誰とてもすぐに親しく付き合えるわけ

てもない。文を書くことを取柄にしていた時期も

あったけれど、うっかり本を出してしまったから、

自信もなくしてしまった。人と愛し合うことも知っ

たけれど、それが必ずしも幸福に結びつくわけ

じゃないだなんて、ちっともわからなかった。一

歩一歩確かに歩けているのか、脆くて柔らかく

てすぐに崩れてしまうものを選んだりしてしまっ

たんじゃないかどうが何も分からないのだ。

響だが、ランボーは言う、「＋七歳！あなたは

しあわせていなければならない」と。自分に対し

てのコンプレックスや、未来の不安があったの

かどうかは全くわからない。それても彼は、思春

期が不幸な時代てあると知っていた。そうじゃ

なければこんな言葉は決して浮かんてはこな

いだろう。まるて水底を見せる海面のように、底

に沈澱する痛みを映し出しているてはないか。

●私がこの詩を日づさむ時、叫びたいはどの

痛みを背負いながらも微笑みを絶やさない美

しい人の姿を見るようて、涙が出そうになる。そし

てその美しい人とは、まさしく青春というそれてあ

り、その時代に生きる若者たちのことにはかなら

ないのだ。自分も含めて。

ものがたり
•2時間前に図書館て知り合った、知的て美

しい上級生が階段の踊り場から飛び降りて死

んだ。クロードという名の彼女にいったい何が

起きたのか？パリの名門リセに通う十七歳の

デルフィーヌ（エロディー・プシェーズ）の心は

揺れ動く。クロードの面影を追って、その恋人

だったアクセル（メルヴィル・プポー）に恋心を

抱き、彼の言葉に従ってクロードの弟に抱か

れるデルフィーヌ。激情の日々の果ての、早熟

て、あまりにも残酷な結末とは……。

3/21国～4/3函ロードショー
11 :30/ l : 15/3:00/ 4:45/6:30 
前売一般＝ 1,400円 （当日一般＝ 1,700円当日学生＝ 1,400円）




